
■
審
査
委
員
長

平
野
光
俊
氏
（
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
教
授
）

■
審
査
委
員

清
水
信
年
氏
（
流
通
科
学
大
学
商
学
部
教
授
）

柚
木
和
代
氏
（
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
執
行
役
員
大
丸
神
戸

店
長
）

北
原
利
行
氏
（
電
通
・
電
通
総
研
メ
デ
ィ
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
研
究
部
主
幹
）

石
井
孝
一
氏
（
兵
庫
県
産
業
労
働
部
長
）

森
田
成
敏
氏
（
み
な
と
銀
行
地
域
戦
略
部
長
）

吉
住
裕
子
氏
（
未
来
教
育
設
計
代
表
取
締
役
）
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商品の販売促進や事業戦略のあり方など中小企業が抱え

るさまざまな経営課題について、大学生がゼミの専門性を

生かして調査研究しアイデアを提示する「Мラボ課題解決

ラボ」の発表会がこのほど、神戸市内で開かれた。県内

企業から持ち寄られた課題に挑んだのは 大学 ゼミ チ

ームの約240人。グランプリには、若年層に好感を持って

もらい継続的に来店を促すアイデアを子ども服メーカーの

ファミリアに提案した立命館大・金
キム

ゼミが選ばれた。

金
ゼ
ミ
は
フ
ァ
ミ
リ
ア
に
「
老
舗

子
ど
も
服
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
フ
ァ
ミ

リ
ア
の
認
知
度
向
上
に
向
け
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
を
提
案
し

た
。神

戸
、
大
阪
、
京
都
、
草
津
で
そ

れ
ぞ
れ
約
１
０
０
人
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
て
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
調
査
。
他
ブ

ラ
ン
ド
に
比
べ
「
贈
答
品
と
し
て
贈

り
た
い
、
も
ら
い
た
い
」
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
高
く
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
「
フ
ァ
ミ
く
る
」
と
名
づ

け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
立
案

し
た
。
「
く
る
」
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ア

に
来
る
サ
イ
ク
ル
」
を
つ
く
る
と
と

も
に
「
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
奇
跡

ミ
ラ
ク
ル
」
の
思
い
を
込
め
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
０
〜
２
歳
児
を
持

つ
親
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
知
ら
な
い

人
。
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
贈
答
品
の
中
に

「
名
前
付
き
の
前
掛
け
」
が
も
ら
え

る
招
待
券
を
入
れ
、
来
店
を
促
す
。

来
店
時
に
は
大
学
生
カ
メ
ラ
マ
ン
を

使
っ
た
家
族
撮
影
会
を
行
う
。
写
真

と
親
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
「
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
カ
ー
ド
」
に
し
、
将

来
の
日
時
指
定
で
届
く
よ
う
に
す

る
。
そ
の
結
果
、
来
店
客
が
好
感
を

抱
き
、
自
身
も
贈
答
品
と
し
て
フ
ァ

ミ
リ
ア
を
選
ぶ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
、

そ
れ
が
「
長
期
的
に
伝
統
的
か
つ
個

性
的
な
企
業
の
市
場
地
位
を
獲
得
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
し
た
。

グランプリを獲得した立命館大学・金ゼミ

ファミリア代表取締役社長岡崎忠彦氏の

話 若さあふれる取り組みと感性あるアイ

デアに感動した。特に〝ファミくる〟の「く

る」を奇跡のミラクルと結びつけたところ

は強く心に響いた。きょうの二つのゼミの

プレゼンを、社員にも聞かせる機会をつく

りたい。われわれが100年企業を目指すに

は若い力が必要。今後もＭラボなどを通し

て学生とのつながりを大切にしたい。

ゼ
ミ
代
表
・
飯
田
瑞
生
さ
ん
の

話

４
カ
所
で
１
０
０
人
ず
つ
ヒ

ア
リ
ン
グ
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た

が
、
そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
考
え

て
い
る
サ
イ
ク
ル
が
認
知
度
向
上

に
つ
な
が
る
と
確
信
し
、
自
信
が

持
て
た
。
社
員
の
方
と
接
し
て
い

て
、
中
小
企
業
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
と
こ
ろ
、
判
断
の
速
さ
に
も
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
中
小
企
業
の

魅
力
も
実
感
し
た
。

顧
客
つ
な
ぐ
贈
答
品
提
案

長期的な来店サイクル作る

自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
説
明
す
る
立
命
館
大
学
・
金
ゼ
ミ
の
学
生
ら

立命館大 金ゼミ ×ファミリア ファミくる ～リポジショニングの構築

テーマ
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少
人
数
・
低
価
格
の
ブ

ラ
イ
ダ
ル
を
手
掛
け
る
レ

ッ
ク
の
事
業
に
つ
い
て
、

大
人
数
・
高
価
格
の
他
社

と
競
合
す
る
た
め
「
式
を

挙
げ
た
く
て
も
挙
げ
ら
れ

な
い
人
に
低
価
格
で
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
挙
式
を
」
の

サ
ー
ビ
ス
コ
ン
セ
プ
ト
を

掲
げ
て
い
る
と
分
析
し
た

上
で
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
コ
ス
ト
構
造
の
分
析
か

ら
「
薄
利
多
売
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
」
と
位
置
づ
け

た
。一

方
で
、
社
員
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
こ
だ

わ
り
の
あ
る
顧
客
が
求
め

る
打
ち
合
わ
せ
回
数
の
増

加
、
列
席
者
の
増
加
が
、

レ
ッ
ク
が
こ
れ
ま
で
提
供

し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
の
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
超
え
、

顧
客
、
社
員
の
不
満
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

指
摘
。
レ
ッ
ク
が
持
つ
小

規
模
サ
ー
ビ
ス
の
強
み
か

ら
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、
誕

生
日
、
記
念
日
、
プ
ロ
ポ

ー
ズ
を
低
価
格
で
演
出
す

る
た
め
に
「
ア
ニ
バ
ー
サ

リ
ー
事
業
部
の
創
出
」
を

提
案
し
た
。

準グランプリの関西大学・西岡ゼミ

薄
利
多
売
の
強
み
生
か
す

関西大学（西岡ゼミ）×レック
テーマ 冠婚葬祭業ビジネスの構造転換
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米
か
ら
作
ら
れ
る
ビ
ー

フ
ン
を
製
造
す
る
ケ
ン
ミ

ン
食
品
だ
が
、
同
社
が
こ

れ
ま
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

対
象
と
し
て
き
た
主
婦
層

ば
か
り
で
は
市
場
の
成
長

が
期
待
で
き
な
い
た
め
、

新
た
に
若
年
層
の
市
場
の

育
成
を
提
案
し
た
。

関
西
学
院
大
学
の
学
生

を
対
象
に
試
食
会
と
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
味
に
つ

い
て
は
高
い
評
価
を
得
た

も
の
の
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が

古
臭
い
」
と
の
指
摘
を
多

く
受
け
た
た
め
、
量
や
カ

ロ
リ
ー
を
分
か
り
や
す
く

写
真
で
見
せ
、
配
色
な
ど

も
変
え
た
新
た
な
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
考
え
た
。

ま
た
、
販
売
チ
ャ
ン
ネ

ル
と
し
て
若
者
の
利
用
が

多
い
〝
駅
ナ
カ
〞
に
着
目

し
、
季
節
感
の
あ
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
そ
の
都
度
展

開
で
き
る
よ
う
に
シ
ー
ル

型
の
ポ
ッ
プ
広
告
の
活
用

も
提
案
。
さ
ら
に
耳
目
を

集
め
る
手
法
と
し
て
「
米
」

へ
ん
に
「
面
」
の
つ
く
り

を
配
し
た
造
語
を
「
こ
め

ん
」
と
呼
ば
せ
る
ネ
ー
ミ

ン
グ
も
提
案
し
た
。

関西学院大学（川端ゼミ）×ケンミン食品
テーマ 若年層市場をターゲットとしたビーフン・マーケティングの研究

若
者
向
け
に
包
装
を
一
新

３位の関西学院大学・川端ゼミ
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テ マ 若年層
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特別賞 兵庫県立大学（山口ゼミ）×植垣米菓 テーマ 植垣米菓の東南アジアでの市場開拓

ЪЪЪЪЪЪЪЩ
Ь
Ь
Ь
Ь
Ю ЪЪЪЪЪЪЪ Э

Ь
Ь
Ь
Ь

Ы

日
本
の
食
材
で

海
外
進
出
狙
う

植
垣
米
菓
が
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
し
た
い

と
い
う
海
外
戦
略
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
そ
の
中
で
も
今
後
の
成
長
力
が
期
待
さ

れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
着
目
。
実
際
に
現
地

に
足
を
運
ん
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
多
い
国
で
食
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
う
に
は
、
国
ご
と
に
「
ハ
ラ
ー
ル
」
と

い
う
認
証
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
が
、
調
査
の
結
果
、
同
国
で
輸
入
品
１

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ご
と
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

「
Ｍ
Ｌ
ナ
ン
バ
ー
」
で
代
用
で
き
る
こ
と
を

確
認
。
販
売
場
所
に
つ
い
て
は
富
裕
層
や
中

間
富
裕
層
の
多
い
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
選
択
。
製

品
に
つ
い
て
は
現
地
で
試
食
会
を
開
き
、
は

っ
き
り
し
た
味
付
け
が
好
き
な
現
地
の
人
の

嗜し

好こ
う

を
踏
ま
え
、
黒
糖
や
ワ
サ
ビ
を
使
っ
た

商
品
を
小
分
け
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
「
日
本

の
お
か
き
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
３
５
０
円
の

価
格
で
売
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

審査委員特別賞の兵庫県立大学・山口

ゼミ
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ラボラトリーから

生まれたトリ。

目つきは悪いが悪気はない。

企業 と 学生 のマッチング

を応援したいと思っている。

課題解決ラボ2014 神戸で発表会

Ｍ
ラ
ボ
は
、
大
学
生
に
行

き
届
き
に
く
い
県
内
の
優
良

中
小
企
業
情
報
を
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
発
信
し
、
交
流
の
場

を
設
け
て
企
業
と
大
学
生
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
指
す
事

業

中
で
も

課
題
解
決
ラ

ボ

は

企
業
が
直
面
し
て
い

る
課
題
を
学
生
が
ゼ
ミ
で
専

攻
す
る
学
問
の
ア
プ
ロ
ー
チ

か
ら
分
析

検
討
し

提
案
す

る
М
ラ
ボ
の
中
核
事
業
だ
。

対
象
企
業
の
経
営
者
や
担

当
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
受
け
な
が
ら
研
究

を
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り
実

現
可
能
性
の
高
い
提
案
を
目

指
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
企
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
関
心

を
高
め
て
も
ら
い
、
中
小
企

業
と
大
学
生
の
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
改
善
す
る
狙
い
も

あ
る
。

今
年
６
月
に
企
業
か
ら
出

さ
れ
た
具
体
的
な
課
題
に
対

し
、
大
学
生
た
ち
は
約
半
年

が
か
り
で
提
案
内
容
を
練
り

上
げ
、
発
表
会
で
は
１
チ
ー

ム

分
の
持
ち
時
間
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

論
理
性

実
現
可
能
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